
横浜労福協ニュース  No.123

 4 

　横浜労福協が主催し、川崎労福協・中央労働金庫（横浜市内６店舗・川崎市内２店舗）が共催する「家族

イスゴール!」からのハイタッチが各コートで見られました。
　総勢80人を超える参加者が身体を動かして、元気にプレーすることができ、参加者の記念撮影と選
手のサイン会まで、心ふれあえる一日となりました。

　横浜労福協が主催し、川崎労福協・中央労働金庫（横浜市内６店舗・川崎市内２店舗）が共催する「家族
ふれあいサッカー教室2025」を、９月21日（日）に横浜市中区の横浜カントリー&アスレチッククラブふれあいサッカー教室2025」を、９月21日（日）に横浜市中区の横浜カントリー&アスレチッククラブ
（YC ＆AC）で開催しました。 YC ＆ACは、遡ること150年以上の横浜開港当時に開設されたクラブ（YC ＆AC）で開催しました。 YC ＆ACは、遡ること150年以上の横浜開港当時に開設されたクラブ
です。です。
　朝方は雲の多い空模様で涼しさを感じられましたが、次第に晴れて30℃に達する気候の中、サッ　朝方は雲の多い空模様で涼しさを感じられましたが、次第に晴れて30℃に達する気候の中、サッ
カー教室が進行しました。カー教室が進行しました。
　開会式では、主催者を代表して横浜労福協の鐘ヶ江会長より「怪我には充分気をつけて、楽しくサッ　開会式では、主催者を代表して横浜労福協の鐘ヶ江会長より「怪我には充分気をつけて、楽しくサッ
カーを楽しみましょう」と挨拶がありました。 その後、労福協協力会加盟のY.S.C.C.（YOKOHAMA カーを楽しみましょう」と挨拶がありました。 その後、労福協協力会加盟のY.S.C.C.（YOKOHAMA 
SOCCER & CULTURE CLUB）代表の吉野さんにマイクを引き継ぎ、チームの選手・コーチ・ユーSOCCER & CULTURE CLUB）代表の吉野さんにマイクを引き継ぎ、チームの選手・コーチ・ユー
スらによるサッカー教室がスタートしました。 準備運動に続き、状況に合わせた素早い反応を競ったスらによるサッカー教室がスタートしました。 準備運動に続き、状況に合わせた素早い反応を競った
り、パスを脚だけでなくお尻やお腹で押さえたりして、サッカーボールに全身で親しむトレーニングをり、パスを脚だけでなくお尻やお腹で押さえたりして、サッカーボールに全身で親しむトレーニングを
行い、適宜水分を補給しつつ、年齢層グループごと、あるいは全員でのゲームに親子で盛り上がり、「ナ行い、適宜水分を補給しつつ、年齢層グループごと、あるいは全員でのゲームに親子で盛り上がり、「ナ
イスゴール!」からのハイタッチが各コートで見られました。
　総勢80人を超える参加者が身体を動かして、元気にプレーすることができ、参加者の記念撮影と選
手のサイン会まで、心ふれあえる一日となりました。
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地区ふれあい交流会地区ふれあい交流会
　秋の優しい日射しが時折辺りに注ぐ程度で、行き過ぎる風に肌寒
さを覚える11月８日（土）、2025年地区ふれあい交流会を、よこは
ま動物園ズーラシアに場所を移して行いました。 暑い時期が延びて
いる影響からか、各地区における活動日程が重なる状況があり、今
年度、役員は全支部から、福祉施設等からの障害のある方と介助者
等は５支部からの参加を得て、総勢149人での交流会となりました。

　園内に入ってみると、イラストマップで見て想像していたよりも広く、記念写真の撮影場所にとまどう
こともあり、早い内にお弁当の受け渡し場所である「ころこロッジ」に到着するグループもありました。 
昨年のようなミールクーポン制度がなくお弁当の配付としましたが、美味しいと大変好評をいただきま
した。 お子様向けと考えていたオカピ弁
当のご飯の量が、今回用意した大人向け
よりも多く驚きました。
　支部の役員さんには、参加者の人数に
応じた対応をいただき、感謝いたします。
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タオル一本運動 ～市内40か所の福祉施設に寄贈～タオル一本運動 ～市内40か所の福祉施設に寄贈～
　例年実施している「タオル一本運動」は、今年も第96回かながわ中央メーデーに合わせて取り組んだ
ところ、県労福協・横浜労福協に合計2,786枚のタオルが寄せられました。 集まったタオルは７月に仕分
けをし、社会福祉協議会から紹介された福祉施設（県労福協から15か所、横浜労福協から40か所）へ、９
月中旬に寄贈しました。 そのうちの２カ所には、鐘ヶ江会長と五味事務局長が直接訪問し、贈呈しました。
　各施設ではタオルが様々な
用途に活用されていて、毎年
希望される施設が多数あり
抽選を行っていると聞きまし
た。 また、お礼の手紙などが
届いています。皆様に感謝申
し上げるとともに、引き続き
のご協力をお願いいたします。
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会員特別サービス（コラボ事業）会員特別サービス（コラボ事業）

　今年も、横浜労福協協力会とのコラボ事業である会員特別サービスを、８月1日から10
月31日までの3ヶ月間実施しました。 今回ご参加いただいた協力会の店舗は、イタリアン、
中華、和食、ホテルのレストラン・バー、入浴施設となっていました。
　事前にご利用店舗へ予約し、労福協会員証を当日呈示いただくなどの簡単な手続きで
サービスを受けられます。 ここ数年は当初予算を下回る状況となっていますので、来年度
はさらに会員・協力会の皆様のご家族など、多数ご利用いただけるようお待ちしています。
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